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成果と指標
の関係

成果指標A

連 絡 先

達成率

こ れ ま で の 取 組 み

　平成28年３月、生涯学習をめぐる社会情勢の変化などを踏まえ、今後の生涯学習推進施策を重点的かつ計画的に推進していくため、生涯学習推進計画（第四次）を策定し、県民一人ひ
とりが、主体的に学習活動をひろげるとともに、学びの仕組みを協働でつくり、学びの成果をまちづくりにつなぐ、学びと実践とが循環する「知の循環型『生涯学習社会』を目指し、誰もが主
役で輝き続ける“学び舎えひめ”の構築に取り組んだ。
　《具体的な取組み》
　生涯学習関連施設の充実、県民の社会教育活動への参加意識の向上に向けた啓発活動、協働を支える指導者の養成、社会教育施設の機能強化と利用促進等

社会教育課担 当 部 局 名

施 策 の 内 容

施 策 の 目 標

教育委員会 管理部

誰もが主役で輝き続ける“学び舎えひめ”の創造
　県民一人ひとりが、主体的に学習活動をひろげるとともに、学びの仕組みを協働でつくり、学びの成果をまちづくりにつなぐ、学びと実践とが循環する「知の循環型『生
涯学習社会』」を目指し、誰もが主役で輝き続ける“学び舎えひめ”の創造を目指す。
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件

施 策 名

区分

生涯学習の推進

中

算 定 方 法

評 価 責 任 者 課長　水田　寿雄

　県立図書館の年間利用者数 　図書館の蔵書冊数

　直接的な指標がないため、県民の利用に供する県立図書館の利用者数を、代
替指標として採用。

選 択 理 由 　直接的な指標がないため、県立図書館の施設及び機能の充実を表す蔵書冊数を代
替指標として採用。

算 定 方 法　実数 　実数
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予 算 施 策
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3年度

人

212,000
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213,000

4年度　目標値 212,000
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741,000
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様式１



2
　県の関与の必要性

　成果指標A

　成果指標B

3

参考：構成事務事業の評価
の平均値

成果動向

　長期計画の基本計画に位置づけられている生涯学習社会の形成のためには、全県的な学習支援体制の確立が必要であり、県が市町や関係団体など多様な主体と
連携・協働して生涯学習施策を推進するとともに、県立図書館が施設としての充実を図り、市町立図書館等の支援等を行うことで、社会教育施設の拠点としての機能
を果たす必要がある。

　社会情勢が急速に変化する中、主体的に社会に関わるとともに、多様な人々と連携し、学び合い支え合いながら協働して様々な活動を行えるような社会の実現に取り組んでおり、今後も、令和３
年３月に策定された　「愛媛県生涯学習推進計画（第五次）」に基づき、市町や関係機関・団体、学校、地域社会等と連携しながら、満足度や普及率などの教育的効果や成果、次世代育成の視点を
重視した各種施策を推進し、「誰もが生涯学ぶ、愛顔あふれる“学び舎えひめ”の創造」に注力することとしている。

　少子高齢化の進行や価値観・ライフスタイルの多様化、デジタル技術の急速な進展など、社会が激しく変化を遂げる中、生涯を通じて充実した人生を送りたいという県民の意識が高まって
きており、県民だれもが、いつでもどこでも主体的に学ぶことができ、その成果を適切に生かすことができる社会づくりは、ますます重要となっており、県教育委員会としては、今後とも生涯学
習の推進に積極的に取り組む必要がある。

成果向上
余地

順調・向上 説
　
明

2.08

成果向上が可能

　　県立図書館の図書購入費の予算は、他県と比較して多くはないが、市町立図書館で対応できない専門性の高い図書資料を中心として収集し、ほぼ計画どおりの
蔵書冊数を達成している。
　図書資料の収集については、購入のほか寄贈による受け入れを行っているが、今後も、購入予算を確保するとともに、ホームページ等により寄贈の呼びかけを積極
的に行うことなどにより、蔵書の充実が期待できる。
　最終目標値は、県立図書館の収蔵能力としており、書架の増設等に伴い設定している。

施 策 の 今 後 の 方 向 性 

成果向上が可能

成果向上
余地

説
　
明

横這い成果
動向

　図書資料や利用者サービスの充実、子ども読書活動推進など各種事業のより一層の充実を図ることで、施設利用者数の増加が期待できる。
　最終目標値は、県人口に対する県立図書館の延べ利用者数の比率目標（R4:26.0%）に同図書館の図書室利用割合を乗じた数値としている。

施 策 の 評 価

成果
動向

説
　
明中

1.67

今 後 予 測 さ れ る
環 境 変 化

順調・向上 成果向
上余地

成果向上が可能



４－１　事務事業管理シート（評価対象事業）

1 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 最終目標 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

4成果順調である
向上
余地

1成果向上余地が小
さい

単位 計画 950 950 950 950 950 事業費計 250 250 250 250

実績 670 0 244 国費

達成率 70.53% 0.00% 25.68% その他

単位 計画 4 4 4 4 4 県費 250 250 250 250

実績 4 0 3 事業費計 250 250 250

達成率 100.00% 0.00% 75.00% 国費 方向１

単位 計画 その他 方向２

実績 県費 250 250 250 方向３

達成率 - - - 人役 0.7 0.7 0.7

人件費 4,765 4,737 4,235

2 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 最終目標 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

3成果横ばい
向上
余地

2一定の成果向上余
地あり

単位 計画 130 130 130 130 130 事業費計 2,500 2,500 2,500 2,500

実績 86 54 63 国費

達成率 66.15% 41.54% 48.46% その他

単位 計画 17,000 17,000 17,000 17,000 17,000 県費 2,500 2,500 2,500 2,500

実績 16,981 5,848 7,154 事業費計 2,500 1,982 2,500

達成率 99.89% 34.40% 42.08% 国費 方向１

単位 計画 160 160 160 160 160 その他 方向２

実績 164 136 100 県費 2,500 1,982 2,500 方向３

達成率 102.50% 85.00% 62.50% 人役 0.7 0.7 0.7

人件費 4,765 4,737 4,235

3 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
最終目標
（R？）

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

3成果横ばい
向上
余地

2一定の成果向上余
地あり

単位 計画 3 3 3 3 - 事業費計 3,776 3,783 3,783 3,733

実績 2.4 2.37 1.44 国費

達成率 80.00% 79.00% 48.00% その他

単位 計画 500 500 500 500 - 県費 3,776 3,783 3,783 3,733

実績 470 95 569 事業費計 3,711 3,689 3,653

達成率 94.00% 19.00% 113.80% 国費 方向１

単位 計画 その他 方向２

実績 県費 3,711 3,689 3,653 方向３

達成率 - - - 人役 1.0 1.0 1.0

人件費 6,806 6,766 6,050

事業の概要

今年度はコロナ禍であり、中央研修会を書面開催、地域婦人
教育研修会を人数制限での開催としたため参加者減となった。
来年度もコロナ禍が続くようであれば今年度と同様に人数を制
限して実施する見込み。

今後も人数制限や時間短縮等の感染症対策を行いながら工
夫して実施する。

事業の概要

事業の概要

新型コロナウイルス感染症に配慮しながら、規模を縮小した
り、人数制限したりしながら実施したため、目標値に届かな
かった。

成果 ＋ ﾌﾛｰ
中央研修会・地域婦人研
修会の参加者数

人

指標種類2 指標名称2

活動

評
価

指標種類1 指標名称1

予
算

＋
このまま継続

ﾌﾛｰ
中央研修会・地域婦人研
修会の開催回数

予算施策名 ky13 生涯学習の推進

指標名称3

評
価

回
決
算 見

直
し
方
向
性

実施
期間

始期 終期

S44
予定・見込
があれば記

入

婦人団体の健全な活動を促進するとともに、その活性化を図るため、婦人団体が全県的に行う事業について、経費の
一部を補助する。

指標種類3

婦人団体育成費補助金
コスト

（単位：千円）

婦人社会奉仕活動推進事業委託費
コスト

（単位：千円）

指標種類1 指標名称1

予
算

成果 ＋ ﾌﾛｰ
地域女性リーダー育成講
座参加者数

人

指標種類2 指標名称2

成果 ＋ ﾌﾛｰ
社会奉仕活動への参加者
数

人
決
算 見

直
し
方
向
性

このまま継続

指標種類3 指標名称3

活動 ＋ ﾌﾛｰ
社会奉仕活動の実施箇所
数

箇所

実施
期間

始期 終期

S47
予定・見込
があれば記

入

地域における心のかようふるさとづくりを推進するとともに、婦人会活動の充実強化を図るため、地域婦人会員の日常
活動を中心にした社会奉仕活動を県連合婦人会に委託する。

指標種類1 指標名称1

予
算

成果 ＋ ﾌﾛｰ
公民館利用度（住民一人あたりの
公民館利用回数） 回

指標種類2 指標名称2

活動 ＋ ﾌﾛｰ 研修参加者数 人
決
算

このまま継続

指標種類3 指標名称3

実施
期間

始期 終期

Ｓ26
予定・見込
があれば記

入

社会の変化や多様化する住民のニーズに即応し、地域活性化・まちづくりの拠点、地域の防災拠点等の役割を担う公
民館活動を推進するため、公民館関係者の資質の向上を図るとともに、県公民館連合会の機能を充実するため、経費
の一部を補助する。

公民館活動活性化事業費
コスト

（単位：千円）

評
価

見
直
し
方
向
性

今年度も新型コロナウイルス感染症の影響により、公民館を休館したり、事業を
縮小したりしたため、公民館利用度は過去最低の数値となったが、コロナ禍の
中でできることを模索しながら事業を行った館も多く見受けられた。研修参加者
数（本来は県大会の実績値であるが、３年度は全国大会の実績値でカウント）
では、全国大会に多くの職員に参加いただき、目標を達成するとともに、新たな
方向性として公民館SDGSを示すことができた。

社会の変化や多様化する住民のニーズに即応し、地域活性化・まちづくりの拠
点、地域の防災拠点等の役割を担う公民館活動を推進するため、公民館関係
者の資質の向上を図るとともに、県公民館連合会の機能を充実するため、継続
して実施する必要がある。



4 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
最終目標
（R5年度）

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

2成果低迷している
向上
余地

2一定の成果向上余
地あり

単位 計画 170 170 170 170 170 事業費計 1,926 1,369 1,402 1,404

実績 276 208 117 国費

達成率 162.35% 122.35% 68.82% その他

単位 計画 48 48 48 48 48 県費 1,926 1,369 1,402 1,404

実績 44 30 18 事業費計 1,890 1,369 1,341

達成率 91.67% 62.50% 37.50% 国費 方向１

単位 計画 10 10 10 10 10 その他 方向２

実績 10 10 10 県費 1,890 1,369 1,341 方向３

達成率 100.00% 100.00% 100.00% 人役 1.4 1.4 1.4

人件費 9,529 9,473 8,470

5 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 最終目標 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

4成果順調である
向上
余地

1成果向上余地が小
さい

単位 計画 0 0 0 0 0 事業費計 25,815 27,711 24,787 24,827

実績 0 1 0 国費

達成率 - - - その他 156 157 185 185

単位 計画 308 307 308 308 - 県費 25,659 27,554 24,602 24,642

実績 308 307 308 事業費計 25,292 27,019 24,396

達成率 100.00% 100.00% 100.00% 国費 方向１

単位 計画 その他 157 157 185 方向２

実績 県費 25,135 26,862 24,211 方向３

達成率 - - - 人役 1.0 1.0 1.0

人件費 6,806 6,766 6,050

6 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
最終目標
（R？）

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

4成果順調である
向上
余地

2一定の成果向上余
地あり

単位 計画 7 7 7 7 - 事業費計 522 654 545 545

実績 6 7 6 国費

達成率 85.71% 100.00% 85.71% その他

単位 計画 2 3 2 2 - 県費 522 654 545 545

実績 2 3 2 事業費計 491 418 162

達成率 100.00% 100.00% 100.00% 国費 方向１

単位 計画 その他 方向２

実績 県費 491 418 162 方向３

達成率 - - - 人役 0.3 0.3 0.3

人件費 2,042 2,030 1,815

7 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 最終目標 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

4成果順調である
向上
余地

2一定の成果向上余
地あり

単位 計画 3 3 3 3 3 事業費計 1,572 1,300 1,350 1,200

実績 7 3 3 国費

達成率 233.33% 100.00% 100.00% その他

単位 計画 60 60 60 60 60 県費 1,572 1,300 1,350 1,200

実績 53 65 96 事業費計 1,421 698 379

達成率 88.33% 108.33% 160.00% 国費 方向１

単位 計画 その他 方向２

実績 県費 1,421 698 379 方向３

達成率 - - - 人役 0.4 0.4 0.4

人件費 2,723 2,707 2,420

施設設備の管理・修繕に係る慢性的な予算不足の解消には
至っていないものの、職員による施設内の見回り・点検を強化
し、事故の未然防止に努めている。

○成果動向について
社会教育行政の推進、社会教育関係団体への補助金交付に
ついて協議・検討し、適切な助言を得ている。（社会教育関係
団体に補助金を交付する場合、社会教育法第13条の規定によ
り社会教育委員会議で意見を聴くこととなっている。）

コロナ禍の影響により対面開催が困難な場合は、書面開催な
ど、開催方法を工夫しながら実施し、委員の方々から頂いた意
見を事業の更なる推進につなげる。

 県が積極的に社会教育主事を配置し、生涯学習振興や社会
教育の推進、資質向上やネットワークづくりのための研修会を
オンライン開催し、コロナ禍であったが受講者数も増加した。社
会教育主事任用者を３名としているが、人事異動の関係で成
果指標の値に差がある。

コロナ禍を鑑みながらであるが、社会教育にとって重要である
人と人とのつながりを活性化させるために、参集やオンライン
等の研修方法を工夫、充実させていくように努める。

事業の概要

事業の概要

事業の概要

事業の概要

評
価

指標種類1 指標名称1

予
算

成果 ＋ ﾌﾛｰ
新たな県の社会教育主事
任用者数

人

指標種類2 指標名称2

活動 ＋ ﾌﾛｰ
県社会教育主事等研修会
の参加人数

人
決
算

社会教育研修費

Ｓ44
　指導者にふさわしい資質、能力の向上を図るため、社会教育の当面する主要課題に対する専門的な研修及び青少年
教育、成人教育、高齢者教育等の諸分野にわたる研修を行う。

指標種類3 指標名称3

このまま継続

社会教育委員会議費
コスト

（単位：千円）

評
価成果 ＋ ﾌﾛｰ 協議事項数 回

指標種類2 指標名称2

成果 ＋ ﾌﾛｰ 会議回数 事項
決
算 見

直
し
方
向
性

指標種類3 指標名称3

教育文化会館管理費
コスト

（単位：千円）

評
価

指標種類1 指標名称1

予
算

実施
期間

始期 終期

S50
教育文化会館の管理運営

成果 0 ﾌﾛｰ 事故等発生件数 件

指標種類2 指標名称2

活動 ＋ ﾌﾛｰ 清掃回数 回
決
算 見

直
し
方
向
性

見
直
し
方
向
性

指標種類3 指標名称3

実施
期間

始期 終期

このまま継続

指標種類1 指標名称1

予
算

実施
期間

始期 終期

S24

このまま継続

学校・社会・家庭教育関係者、学識経験者からなる10名の委員が、年２回の会議において、「社会教育行政の推進につ
いて」および「社会教育関係団体への補助金について」等を協議する。

コスト
（単位：千円）

実施
期間

始期 終期

R1
「子ども読書活動推進計画」に基づき、子どもの発達段階に応じた本との出会いを提供するとともに、地域の子ども読書
活動のリーダー的人材の育成及び学校等との連携を通じた取組により、未来を拓く子どもたちの豊かな心の育成を推
進する。

成果 ＋ ﾌﾛｰ
読書ボランティア講座へ
の参加者数

人

指標種類2 指標名称2

活動 ＋ ﾌﾛｰ
各種おはなし会の開催回
数

回
決
算 見

直
し
方
向
性

このまま継続

指標種類3 指標名称3

活動 ＋ ﾌﾛｰ

コロナ禍における感染拡大防止対策により、各種おはなし会の
開催回数及び指標3の読書ボランティア講座への参加者数は
減少したが、状況が回復した場合には成果向上の余地があ
る。

子ども読書活動推進事業費
コスト

（単位：千円）

評
価

指標種類1 指標名称1

予
算

ブックトーク実施回数 回



8 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 最終目標 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

3成果横ばい
向上
余地

2一定の成果向上余
地あり

単位 計画 15 15 15 15 15 事業費計 152 152 152 152

実績 13 0 0 国費

達成率 86.67% 0.00% 0.00% その他

単位 計画 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 県費 152 152 152 152

実績 603 0 34 事業費計 139 127 42

達成率 60.30% 0.00% 3.40% 国費 方向１

単位 計画 その他 方向２

実績 県費 139 127 42 方向３

達成率 - - - 人役 0.7 0.7 0.7

人件費 4,765 4,737 4,235

9 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
最終目標
（R6年度）

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

3成果横ばい
向上
余地

2一定の成果向上余
地あり

単位 計画 703,355 703,824 713,987 737,250 741,000 事業費計 32,292 32,589 33,371 33,371

実績 695,728 705,838 728,792 国費

達成率 98.92% 100.29% 102.07% その他

単位 計画 245,000 213,000 212,000 212,000 212,000 県費 32,292 32,589 33,371 33,371

実績 215,477 165,564 155,273 事業費計 32,291 32,587 33,364

達成率 87.95% 77.73% 73.24% 国費 方向１

単位 計画 8,096 8,096 8,096 8,096 - その他 方向２

実績 8,036 7,941 8,411 県費 32,291 32,587 33,364 方向３

達成率 99.26% 98.09% 103.89% 人役 1.9 1.9 1.9

人件費 12,932 12,856 11,495

10 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
最終目標
（R5年度）

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

3成果横ばい
向上
余地

1成果向上余地が小
さい

単位 計画 40,000 20,000 20,000 20,000 20,000 事業費計 547 433 468 468

実績 20,437 17,599 17,985 国費

達成率 51.09% 88.00% 89.93% その他

単位 計画 20 20 20 20 20 県費 547 433 468 468

実績 20 20 20 事業費計 547 388 423

達成率 100.00% 100.00% 100.00% 国費 方向１

単位 計画 その他 方向２

実績 県費 547 388 423 方向３

達成率 - - - 人役 0.9 0.9 0.9

人件費 6,126 6,090 5,445

11 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
最終目標
（R？）

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

2成果低迷している
向上
余地

2一定の成果向上余
地あり

単位 計画 289 288 289 288 - 事業費計 5,176 5,606 6,733 6,136

実績 289 253 257 国費

達成率 100.00% 87.85% 88.93% その他 603 608 638 649

単位 計画 308 307 308 308 - 県費 4,573 4,998 6,095 5,487

実績 308 307 308 事業費計 4,998 4,712 6,339

達成率 100.00% 100.00% 100.00% 国費 方向１

単位 計画 その他 760 677 574 方向２

実績 県費 4,238 4,035 5,765 方向３

達成率 - - - 人役 0.8 0.8 0.8

人件費 5,445 5,413 4,840

R３年度はコロナ禍により、えひめ婦人大会を表彰行事のみと
して人数制限を設けて実施したため、大幅に参加者数が減少
した。

今後もコロナウイルス感染症の感染状況を考慮し、開催方法
を見直しながら研修を継続していく。

総蔵書数は計画を上回る見込みであるが、コロナ禍の影響に
より、図書館利用者数が大幅に減少した。

運用方法を見直し関係各所へ広く周知を行うことで、成果向上
は期待できるが、借受側の費用負担が伴うため、大幅な改善
は見込めない。しかし、県下全域への読書振興において、必要
な事業であることからこのまま事業継続する。

コロナ禍の影響により臨時休館したため、開館日数が減少し
た。

事業の概要

事業の概要

事業の概要

事業の概要
実施
期間

始期 終期

S50
図書館の一般運営及び図書の利用促進を図る。

成果 ＋ ﾌﾛｰ 開館日数 日

指標種類2 指標名称2

活動 ＋ ﾌﾛｰ 図書資料整理回数 回
決
算 見

直
し
方
向
性

このまま継続

指標種類3 指標名称3

実施
期間

始期 終期

S37
市町及び法人その他の団体等への協力及び援助のため、「協力図書」と称して市町の図書館等を通じて図書の一括貸
出を行い、読書の振興を図る。

活動 ＋ ﾌﾛｰ
司書が支援を実施した市
町数

市町
決
算 見

直
し
方
向
性

このまま継続

指標種類3 指標名称3

図書館一般運営費
コスト

（単位：千円）

評
価

協力図書管理運営事業
コスト

（単位：千円）

評
価

指標種類1 指標名称1

予
算

冊

決
算 見

直
し
方
向
性

指標種類1 指標名称1

予
算

終期

S50

成果 ＋ ﾌﾛｰ 図書の一括貸出冊数 冊

指標種類2 指標名称2

見
直
し
方
向
性

このまま継続

指標種類3 指標名称3

成果 ＋ ﾌﾛｰ 図書館の総蔵書数 冊

指標種類2 指標名称2

成果 ＋ ﾌﾛｰ 図書館利用者数 人

実施
期間

始期

このまま継続

指標種類3 指標名称3

活動 ＋ ﾌﾛｰ

実施
期間

始期 終期

S44
予定・見込
があれば記

入

会員が同じ目的を持った仲間として交流と学習を深めるとともに、活動の活性化を図るために、えひめ婦人大会を開催
する。

県民の要望に応える図書資料の整備充実を図るため図書を購入する。

指標種類1 指標名称1

予
算

図書購入整備事業費
コスト

（単位：千円）

評
価

指標種類1 指標名称1

予
算

図書の購入冊数

成果 ＋ ﾌﾛｰ
大会後、研修会を実施し
た郡市等連合婦人会の数

郡市
連数

指標種類2 指標名称2

活動 ＋ ﾌﾛｰ 婦人大会の参加者数 人
決
算

婦人教育研修指導費
コスト

（単位：千円）

評
価



12 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
最終目標
（R？）

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

3成果横ばい
向上
余地

1成果向上余地が小
さい

単位 計画 1,318,000 1,128,000 441,000 577,000 - 事業費計 17,571 16,749 13,811 10,561

実績 960,154 401,341 552,285 国費

達成率 72.85% 35.58% 125.23% その他

単位 計画 763 739 656 - 県費 17,571 16,749 13,811 10,561

実績 777 711 664 事業費計 17,492 16,543 13,767

達成率 - 93.18% 89.85% 国費 方向１

単位 計画 288 289 289 - その他 方向２

実績 289 253 256 県費 17,492 16,543 13,767 方向３

達成率 - 87.85% 88.58% 人役 0.6 0.6 0.6

人件費 4,084 4,060 3,630事業の概要

新型コロナウイルス感染症拡大防止の影響で館内の蔵書検索
端末の利用は少なくなっているが、ホームページへのアクセス
は増加している。ともに図書館運営に不可欠なシステムであ
り、概ね順調に実施できている。

実施
期間

始期 終期

H9
図書館の機能充実と利用者サービスの向上を図るため、図書館コンピュータシステムを運営・管理する。

＋ ﾌﾛｰ
１日当たりの来館者向け
蔵書検索端末利用件数

件
決
算

このまま継続

図書館コンピュータシステム運営費
コスト

（単位：千円）

評
価

指標種類1 指標名称1

予
算

成果 ＋ ﾌﾛｰ ホームページアクセス数 件

指標種類2 指標名称2

成果

見
直
し
方
向
性

指標種類3 指標名称3

活動 ＋ ﾌﾛｰ
来館者向けサービス提供
日数

日



４－２　事務事業管理シート（評価対象外事業） ky13

1 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R元年度 R2年度 R3年度

事業費計 0 0 600 0 事業費計 0 0 600

国費 国費

その他 その他

県費 600 県費 600

0.1

605

2 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R元年度 R2年度 R3年度

事業費計 0 0 51478 0 事業費計 0 0 50,302

国費 51,478 国費 50,302

その他 その他

県費 県費

0.9

5,445

県立図書館読書環境整備推進事業費
コスト

（単位：千円）
コスト

（単位：千円）

評価対象外の理由

予
算

決
算

単年度事業

評価対象外その他の理由（記述）

人役

人件費

予算施策名 生涯学習の推進

評価対象外の理由

予
算

決
算

単年度事業

評価対象外その他の理由（記述）

人役

人件費

全国公民館研究集会愛媛県大会開催費補助金
コスト

（単位：千円）
コスト

（単位：千円）



４－３　事務事業管理シート（新規事業） ky13

1 4年度

事業費計 12,383

国費

その他

県費 12,383

図書館コンピューターシステム更新整備事業費
コスト

（単位：千円）

予
算

予算施策名 生涯学習の推進


